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I am Markus Bleuel from Frankfu凡Germany
Since l 0 years I work in the field of optics for spectroscopy with 
polarized neutrons. I am very impressed by the group I am working 
with at KUR. In the field of polarized neutrons Professor ｜くawabata
and Professor Hino are a well known international expe代s and 
working with them and their group using advanced techniques to 
build the next generation of neutron inst「uments is amazing! 
I am very grateful for ｜くawabata-sensei and Hino-sensei to give me 
the oppo口unity to work at KUR and I like Japan very much! 
What is your first impression about KURつ
Since the first day I am very fascinated by the Japanese culture 
and the way how they combine very old traditions with modern life. 
To give an example. together with my host. Achiwa-sensei. we did 
a trip on 日bicycle on my first weekend in Japan. It was the 
weekend of Danchiri. which I enjoyed very much. since it is very 
lively with music and many colors. I pa代icularly liked that children 
are included into the duties of the festivall That day we visited 
Mizunachi Jizo and had a nice supper at the Onsen near there 
Well, this is a good example to explain my experience in ｜くa「1sai
and surrounding areas. I am absolutely astonished by cultural 
treasures you can reach withinト3h by train. but also see right 
here in Kumatori 
I astonished my friends and colleagues to really like every kind of 
Japanese food (beside perhaps Nato) and being very curious 
about new dishes (for example Ume Odon at Kayo-san) 
I keep exploring the culture呂nd consider Kumatori a very good 
starting point to explore Kyoto. which is a real jewel. but also the 
Waka yam日and Mie area like Nara. Toba. Kobe and Osaka 
ASKレポート.3
原子炉実験所での
研究生活を振り返って
原子力基礎工学研究部門
極限熱輸送工学研究分野・三島嘉一郎教担
湯川秀樹先生にあこがれて京大理学部に入り、大学院修士課程までは高エ
ネルギ一物理学や原子核理論に夢中になっていたo しかし、もともといい加減
なところのある私には、理学研究科の理詰めの考え方｜こ患の詰まる患いがして、
博士課程では（ノーベル賞をあきらめて？）、いい加減さを許す（と私は思った）
土学研究科に移った。そこでは、最初プラズマ核融合を勉強9るつもりだったが、
先輩かう誘われて二相流のゼミをしていたう、そのいい加減さに魅せられ（当
時、二相流に厳密な理論はなく、ほとんど経験則だった）、二相流の泥沼lこはま
ってしまった。そして、当時はまだ「夢の原子力Jだったので、二相流＋原子力
をやるととにした。決して原子力力、lい加減というととではないので、念のため....
1973年のある日、恩師の岐美格先生から、原子炉実験所に2号炉計画が
あり、そのために人を募集し ているというお話があった。少し迷ったが、自分
自身に見通しもなかコたので、2号炉計画が終われば他に職を探して移れば
いい、というような安易な気持ちで応募した。幸し1助手として採用され、2号
6 
私の名前はマルクス・ブロイ工ルです。ドイツのフランクフルトから来ました。
この10年間、私Id:，中性子散乱実験への応用を目指した偏恒中性子
光学研究を行ってきました。 今、京大炉においていっしょに研究を進
めているグループには非常に強い印象をうけています。川端教授・日
野；佳教授達は偏極中性子の研究分野では世界的なエキスパートとし
て有名であり、そのグループと一緒に先縮技術を用いた次世代中性
子散乱装置の開発を進めうれるととはとてもすばうしいことです｜
KURで仕事をする機会を与えてくれた川端先生や日野先生にはと
ても感謝しています。それに私は日本がとても好きです！
「あ芯たのKURでの第一印象はなんでしょうか？Jですってつ
日本に来た最初の白から、古い伝統と現代的芯生活が解け合った日
本の文化にすっかり魅了されてしまいました。例えば、日本に来た
最初の週末に、受け入れて頂いている阿知波先生といっしょに自転
車でまわりました。それはちょうど「だんじり祭り」の時だったのです。
とても生き生きとした音楽や多くの色に彩られた祭りはとても楽し
かったです。特に、子供達が祭りの中でしっかりとした役割を果たし
ていることが特に気に入りました。また、犬鳴不動を訪れたときは、
そのそばにある温泉ですてきは夕食をとることもできました。
これうは関西およびその近辺での私の経験を説明するいい例だと
思います。この熊取の中だけで芯く、電車でほんの1・3時間乗るだ
けで文化的宝物に巡り会えることに本当に驚いてしまいました。
また私は日本のあらゆる食べ物（たぶん納豆だけは除いて）を本当に好
きなので、日本の友人や同僚達を驚かせています。本当にかわった新し
い料理（例えば「かよさん（訳者注：郡智山のこと。高野山と混同したつ）」
の「梅うどん（訳者主ピンクのうと、んがとても印象的だったようです。）」）
も好きなんです。さらに日本文化の探索を続けているのですが、京都（と
乙は本当の宝物です）や和歌山、三重、奈良、鳥羽、大阪といったところ
を訪れるこ とを考えた時、熊取は本当に畏い位置にあると思います。
炉の仕事をするはすだったが、当時，臨界集合体実験装置（KUCA）の建設中
で、コンクリ ト打ちをしている建設現場回りから始まり、建設が終わると臨
界実験、そして特性試験と続いた。そのうちにHFR(2号炉のこと）準備室が
設置され、私は室員として2号炉の熱水力設計や安全解析、安全審査に従事
した。そして安全審査が終了した翌年の1979年6月に燃料濃縮度低減化の
ための日米共同研究の一環で米国アルゴンヌ国立研究所（ANL)に派遣され、
1年半滞在した。原子炉実験所に入って5年間，全く研究をしてい定よかった私
は．この機会に研究をと思い.ANLの石井護先生（現在，米国パーデユ一大学
教授）；を紹介していただ き，燃料濃縮度低減化の仕事のあい間に気液二相流
の研究をさせていただいた。 これが私の熱流動研究者としてのスタートだっ
た。そして、このときの研究がその後の私の研究の骨格となった。
1980年に原子炉実験所に戻ってからは、時の流れに身を任せて、時には
将来計画の手伝いや安全管理に従事し、時には研究に没頭（？）した。この間、
原子炉実験所では、見直し炉検討2号炉計画撤回，熱交換器漏水－重水漏れ、
将来計画検討、改組、FFAG加速器ブ口ジヱクトなど色々あり、そのいずれに
も関与したが、話せば長くな るので省略する。そして、そのあい間に手がけた
研究テーマはいすれも熱と流れに関するものだった。そういえば，着任して簡
もない頃、f原子炉の運転管理のあい閤に研究ができるよjと言われて衝撃
を受けたのを思い出す。振り返ると、まさにそういう研究生活だったような気
がする。そして、そのような研究生活は独りでは成り立たない。それは、周囲
の人たちの協力や励ましのお陰だと、つくづく思う。感謝の念｜こたえ芯い。
